（専門医認定申請 様式3-1）

活動報告書（取得単位）

申請者氏名　　　   　　 　　　　　　　　　　　　　　　
	本会学術集会に筆頭演者として参加

（参加した学術集会：　　　　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	15単位
	＝
	単位

	本会学術集会に参加

（参加した学術集会：　　　　　　　　　　　　　　　）　
	回
	×
	10単位
	＝
	単位

	本会ワークショップに参加

（参加したワークショップ：　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	5単位
	＝
	単位

	本会学会誌に筆頭著者として論文掲載

（掲載号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	10単位
	＝
	単位

	本会学会誌に共同著者として論文掲載

（掲載号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	5単位
	＝
	単位

	本会ニューズレター執筆

（掲載号：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
	回
	×
	5単位
	＝
	単位

	合計
	単位


　＊注意事項

１）各項目の単位は自身で計算の上、合計単位数を記載すること。
２）1回の学術集会における単位の取得は15単位を上限とする。
３）本学会雑誌への筆頭論文投稿実績が無い者は、他学会誌掲載の筆頭論文3編が必要。（様式3-3）

＜報告対象＞

認定制度規則が承認された平成20年度から令和2年（2020年）12月31日までに開催（発行）されたものを報告の対象とし、申請に必要な単位とする。
学 術 集 会： 
第23回（横浜）～第35回（東京）
　　　　　　　　　　　　ただし第28回に限り、第5回APMF参加でも可。
ワークショップ：
第14回（鹿児島）～第25回（大阪）
学会誌： 第16巻1号～第27巻4号での掲載
　　　　　　　　　　　および2020年12月末までに採用確定分
ニューズレター： 第14巻1号～第26巻1号での掲載
　　　　　　※2019年度女性のヘルスケア研修会は修了前のため対象外。
（専門医認定申請 様式3-2）

活動報告書（取得単位証明書）

申請者氏名　　　   　　 　　　　　　　　　　　　　　　

活動報告の証明書（コピー）を貼付
　　学術集会・ワークショップ参加：参加証のコピー
筆頭演者として発表：抄録掲載頁もしくは目次のコピー

論文・ニューズレター掲載：掲載頁もしくは目次のコピー（別刷を別添でも可）

· 用紙が足りない場合はA4サイズで別添可
· コピーは縮小してこの様式内に収まるように貼付するか、A4サイズで別添えすること。

（注：折りたたまないこと）

（専門医認定申請 様式3-3）

活動報告書（他学術誌論文掲載証明書）

申請者氏名　　　  
本学会雑誌への筆頭論文掲載実績の無い者は、他学術誌への女性ヘルスケア関連の内容の筆頭論文3編以上について表に記載し、それを証明する書類として論文の別刷りまたはPDFファイルなどのコピーを添えて提出すること。（本会入会前の論文も可）
なお、例外として、掲載が受諾されているがまだ刊行されていない場合は、出版社の受諾証明書と、論文本文のコピーを代わりに提出すること。
＜論文一覧とその条件＞
・必ず査読制が敷かれている雑誌であること。
・対象となる代表論文を5編以内、年代順に記載すること。
・カテゴリーは、以下のどの項目に該当するかを記載すること。
　記載例：（1）思春期の②原発性無月経に該当する場合は、（1）-②と記載。

	No.
	発表年
	雑誌名
	タイトル
	カテゴリー

	1
	
	
	
	

	2
	
	
	
	

	3
	
	
	
	

	4
	
	
	
	

	5
	
	
	
	


【カテゴリー】
（1）思春期
①思春期発来異常　②原発性無月経　③やせを伴う続発性無月経　④女性アスリートのヘルスケア　⑤性教育　⑥思春期女子のホルモン療法
（2）性成熟期
①月経関連疾患　②Office Gynecologyにおける周産期異常　③Office Gynecologyにおける婦人科腫瘍・類腫瘍　④婦人科感染症　⑤月経移動・避妊　⑥性器の損傷・瘻 ⑦非感染性外陰　⑧心身症　
⑨慢性骨盤痛 ・外陰痛　⑩性機能障害　⑪性被害 ⑫性同一障害　⑬安全な人工妊娠中絶
（3）更年期
①更年期障害 ②脂質異常症 ③高血圧 ④糖尿病
（4）老年期
①骨盤臓器脱 ②下部尿路機能障害 ③外陰・腟萎縮症　④認知機能障害 ⑤運動器障害
